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 本稿の内容を概観すると以下のようになる。まず、次の第 2 節では先行研究に触れ、研

















                                                   
3 鄭・山崎（2003）は、コンピュータ・テクニカルサポートについての職務不満足及び離職意向との関
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を支持していると述べている5。 





連性を検討している経験的研究が 19 編と少なかった点を挙げている。 
 わが国では、経験的な研究の少なさに加え、IT エンジニアの職務満足度に関する文献も


























と生活満足感は spillover、2）女性も近年では、パートタイマーを含めた場合でも spillover 関係が成り
立つことが多いと述べている。 
6 具体的には、①満足（一般）、②個人特性、③モチベーション、④給与、⑤経営環境、⑥昇進、⑦職務
特性、⑧業務、⑨対人関係の 9 項目である。 
7 筆者が 2009 年 1 月 8 日現在、国会図書館 NDL-OPAC（http://opac.ndl.go.jp/index.html 雑誌記事
索引の検索（検索日時：2009 年 1 月 8 日確認））における 2001 年以降、「職務満足」の記事索引を行っ
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因について考察し、研究課題の設定を行う。 













 第 4 の研究課題として、IT エンジニアの労働時間と給与が職務満足度に与える影響につ
いて検討したい。情報サービス・ソフトウェア産業は長時間労働であると言われているが9、
労働時間、そして残業とも密接に関連する給与に関しても注目したい。 






 実証研究で使用するデータは、情報サービス産業協会（JISA）が 2000 年 10 月から 11
月に実施した調査である10「生産性とモチベーションを高める人的資源管理とプロジェク
ト管理に関する調査、2000」11の個票データである12。 
 調査は、企業調査が JISA の正会員企業 530 社を対象として実施され、有効回収数は 217
社（回収率 40.9％）であった。また、個人調査は、企業調査対象企業に対して 1 社あたり
20名の個人調査を依頼し、有効回収数は2991人（回収率28.2％）で、構成比は男性 82.5％、
女性 17.5％）であった（表 1）。 
 
                                                   
9 情報処理推進機構（2008b）によると、2006 年度のソフトウェア技術者の平均就労時間の中央値は、
ひと月あたり 180 時間であり（出所：2006 年期毎月労働調査、厚生労働省）、月平均就労時間では、200
時間を超える「長時間労働者」の比率は 40.1％であり、健全な水準とは言いがたい状況であることを報
告している。 
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表 1 従業員調査の主な概要（単位：％）N＝2991 
第二種情報処理技術者 82.8 1300万円以上 0.1 ＳＥ 45.4
第一種情報処理技術者 27.2 1200万円台 0.3 プログラマ 26.7
オラクル社認定資格 8.2 1100万円台 0.4 プロジェクトマネージャー 13.0
マイクロソフト社認定資格 7.8 1000万円台 1.2 システム管理エンジニア（注2） 8.6
アプリケーションエンジニア 2.8 900万円台 2.9 研究開発スタッフ 1.3
ネットワークスペシャリスト 2.3 800万円台 3.9 システムコンサルタント  （注3） 0.9
ロータス社認定資格 1.8 700万円台 7.5 ビジネスコンサルタント 0.2
ノベル社認定資格 1.4 600万円台 13.0 その他　(注4） 3.9
データベーススペシャリスト 1.2 500万円台 17.4
システム運用管理エンジニア 0.6 400万円台 21.4 55-59歳 0.2
SAP社認定資格 0.6 300万円台 20.7 50-54歳 1.6
システムアナリスト 0.5 300万円未満 11.2 45-49歳 3.2
システム監査技術者 0.5 40-44歳 7.5
プロジェクトマネージャー 0.5 一般職 52.3 35-39歳 20.4
技術士 0.3 リーダーorサブリーダー 33.2 30-34歳 23.7
中小企業診断士 0.2 管理職（マネージャー） 14.5 25-29歳 29.6




















 本項では、現在担当している仕事やその仕事の特徴、進め方が IT エンジニアの職務満
足度に与える影響について重回帰分析を行う。 
 被説明変数として用いるのは、個人調査の IT エンジニアの職務満足度である。具体的
には、「あなたは、現在、仕事に満足していますか（問 20）」という設問を利用する。そし
て、「非常に満足している」、「ある程度満足している」、「あまり満足していない」、「まった
く満足していない」の 4 段階の回答に対して、それぞれ 4～1 を付与した数字を被説明変
                                                   
13 本調査において、考慮したほうが望ましい給与制度のあり方（固定・時給・出来高など）や、雇用形
態（正社員・契約・派遣など）に関しては調査票に該当項目が存在しないため、考慮することが出来なか
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数に用いる。 
 推計方法は、「仕事の満足度」を 4 段階の順序指標で示した変数を被説明変数に活用す
るため、Ordered Probit Model（順序プロビットモデル）を採用した。 










 また、第 2 の研究課題である IT エンジニアの職務満足度に影響を与える要因が男女別
や職位別（管理職・非管理職）によって違いが見られるのかを明らかにするため、「女性ダ
ミー」、「職位」を導入する。 












に表し、基本統計量は表 3 に表した。 
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表 2 変数定義 
　 被説明変数
個人 【職務満足度】：　     4: 非常に満足している　　3: ある程度満足している、
調査 　　　　　　　　　　     2: あまり満足していない　1: まったく満足していない
　　 説明変数
　    4: そう思う　　3: どちらかというとそう思う　　2: どちらかというとそう思わない　　1: そう思わない
【仕事量が多い】  【納期が短い】  【仕様変更が多い】  【取引先の都合に合わせる必要がある】
【客先常駐が多い】  【専門的知識を要する】  【新しい技術を要する】  【能力開発の機会が多い】



















               「500億円以上」の各ダミー
  　　 ＜現在担当している仕事の特徴＞
 　　  ＜現在担当している仕事の進め方＞
　　　 ＜企業概要（直近の決算期における）＞  
個　　＜個人属性等＞
【最終学歴】：「高校以下」、「専門・高専・短大」、「大学・大学院以上（理科系）」、
              「大学・大学院以上（文科系）」、「その他」の各ダミー　（注3）
 　　  ＜現在の仕事について＞
 
（注 1）「3000 時間以上」は異常値として除外した。 
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変数 平均 標準偏差 最小値 最大値
職務満足度（被説明変数） 2.5820 0.6861 1 4
仕事量が多い 2.9579 0.8801 1 4
納期が短い 2.9537 0.9408 1 4
仕様変更が多い 2.9977 0.8941 1 4
取引先の都合に合わせる必要がある 3.3216 0.7919 1 4
客先常駐が多い 1.8434 1.1033 1 4
専門的知識を要する 3.3310 0.7459 1 4
新しい技術を要する 2.8429 0.9489 1 4
能力開発の機会が多い 2.5124 0.9048 1 4
要員配置が適正である 2.2833 0.8338 1 4
外注による支援体制が整っている 2.2595 0.8899 1 4
汎用系 0.3086 0.4620 0 1
サーバー系 0.3703 0.4830 0 1
Web系 0.1622 0.3687 0 1
その他(プロジェクト区分） 0.1590 0.3657 0 1
新規案件ダミー 0.5086 0.5000 0 1
企画 0.0715 0.2578 0 1
設計、開発 0.5428 0.4983 0 1
テスト 0.1823 0.3862 0 1
運用 0.2034 0.4026 0 1
所定外時間　(注1） 5.6468 0.9236 0 7.9725
年収300万円未満 0.0692 0.2538 0 1
年収300万円台 0.2043 0.4033 0 1
年収400万円台 0.2319 0.4221 0 1
年収500万円台 0.1889 0.3915 0 1
年収600万円台　　 0.1417 0.3488 0 1
年収700万円台 0.0795 0.2705 0 1
年収800万円台 0.0379 0.1909 0 1
年収900万円台 0.0285 0.1665 0 1
年収1000万円以上 0.0182 0.1338 0 1
女性ダミー     0.1599 0.3666 0 1
既婚ダミー 0.4633 0.4988 0 1
扶養家族ダミー 0.3815 0.4859 0 1
年齢 31.9350 6.2673 19 56
高校以下 0.0912 0.2879 0 1
専門・高専・短大 0.2894 0.4536 0 1
大学・大学院以上（理科系） 0.3474 0.4762 0 1
大学・大学院以上（文科系) 0.2712 0.4447 0 1
その他(最終学歴） 0.0009 0.0306 0 1
一般職（メンバー） 0.4956 0.5001 0 1
リーダーまたはサブリーダー 0.3609 0.4804 0 1
管理職（マネージャー） 0.1435 0.3507 0 1
転職経験ダミー 0.1987 0.3991 0 1
常用従業員数(正社員）5-9人 0.0000 0.0000 0 0
常用従業員数(正社員）10-29人 0.0005 0.0216 0 1
常用従業員数(正社員）30-49人 0.0079 0.0888 0 1
常用従業員数(正社員）50-99人 0.0673 0.2506 0 1
常用従業員数(正社員）100-299人 0.2730 0.4456 0 1
常用従業員数(正社員）300-499人 0.1641 0.3704 0 1
常用従業員数(正社員）500-999人 0.1318 0.3384 0 1
常用従業員数(正社員）1000人以上 0.1136 0.3174 0 1
平均年齢29歳以下 0.1636 0.3700 0 1
平均年齢30-34歳以下 0.4661 0.4990 0 1
平均年齢35歳以上 0.1286 0.3348 0 1
売上高10億円未満 0.0594 0.2364 0 1
売上高10-50億円未満 0.3020 0.4592 0 1
売上高50-100億円未満 0.1398 0.3468 0 1
売上高100-500億円未満 0.2141 0.4103 0 1



















ていない     N
全体 6.14 53.37 34.85 5.64 2981
男性 6.41 52.78 35.02 5.80 2450
女性 5.01 56.45 33.72 4.82 519
既婚 6.24 54.73 34.64 4.39 1299
未婚 6.11 52.43 34.87 6.59 1669
家族あり 6.52 56.76 32.79 3.93 1043
家族なし 5.97 51.36 36.12 6.56 1844
18-29歳 7.44 52.83 32.84 6.89 1291
30-39歳 4.22 51.88 38.30 5.60 1303
40-49歳 8.49 59.75 30.19 1.57 318
50-59歳 7.69 67.31 25.00 0.00 52
0時間 15.25 61.02 17.80 5.93 118
1～250時間 6.13 55.19 32.92 5.75 1060
251～500時間 5.05 50.92 37.90 6.12 1029
501～750時間 5.97 52.20 37.74 4.09 318
751～1000時間 3.08 47.69 42.31 6.92 130
1001～2999時間 8.00 48.00 36.00 8.00 75
3000時間以上 25.00 0.00 50.00 25.00 4
年収300万円未満 8.92 50.15 34.46 6.46 325
年収300万円台 6.46 54.80 32.12 6.62 604
年収400万円台 5.31 48.71 37.46 8.52 622
年収500万円台 5.52 48.72 40.43 5.33 507
年収600万円台 4.49 54.35 37.99 3.17 379
年収700万円台 6.42 64.68 27.06 1.83 218
年収800万円台 6.19 68.14 23.01 2.65 113
年収900万円台 2.38 64.29 30.95 2.38 84
年収1000万円以上 19.67 54.10 24.59 1.64 61
一般職（メンバー） 6.41 52.04 34.89 6.67 1545
リーダーまたはサブリーダー 4.79 51.27 38.74 5.20 981



















（注 1）所定時間外で働いた時間数 (前年度)。 
（出所）筆者作成。 
 
 このクロス集計から見られる IT エンジニアの職務満足度に関する特徴をまとめると、
まず全体集計では、約 6 割（｢非常に満足している｣（6.14％）＋「ある程度満足している」
（53.37％））が現在の仕事に満足していることがわかる。年齢別では、30 代が 55％と他






Journal of Innovation Management No.6 - 128 - 
（58％）と「リーダーまたはサブリーダー」（55％）と比較すると職務満足度が顕著に高
くなっている。年収毎の職務満足度は、700 万円台を境に高くなっている。 
 それでは、次項では、具体的に IT エンジニアの職務満足度を規定する要因について検
討するために、回帰分析を行いたい。 
 
4.2 推計結果 1（全体） 
 推計結果の詳細な考察に関しては、第 5 節で行うことをあらかじめ記しておく。IT エン
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表 5 推計結果 1（全体） 被説明変数：｢職務満足度」 
説明変数         係数     Z値
仕事量が多い 0.118 3.49 ***
納期が短い -0.046 -1.46
仕様変更が多い -0.017 -0.52
取引先の都合に合わせる必要がある -0.091 -2.63 ***
客先常駐が多い -0.047 -1.96 **
専門的知識を要する -0.018 -0.47
新しい技術を要する 0.003 0.08
能力開発の機会が多い 0.258 7.50 ***
要員配置が適正である 0.417 12.45 ***
外注による支援体制が整っている 0.056 1.85 *
サーバー系　＜基準：汎用系＞ 0.015 0.24






所定時間外で働いた時間数（前年度) -0.054 -1.82 *








女性ダミー     0.118 1.57
既婚ダミー -0.091 -1.14












Prob > chi2 0.000
対数尤度 -1985.301
擬似決定係数 0.101
サンプル数 2139  














 第 2 の研究課題である IT エンジニアの職務満足度に影響を与える要因として、この全
体推計では男女の違いは見られず、管理職であることは、10％水準ながら有意に正の影響
を与えていた。 
 第 3 の研究課題である IT エンジニアの生活満足感が職務満足度に与える影響に関して
は、「扶養家族ダミー」が職務満足度に 1％水準で有意に正の影響を与えていた。この結果
からは、IT エンジニアの職務満足度に関して spillover モデルを支持する可能性が考えら
れる。 





 次に給与（年収毎）の職務満足度であるが、全体のクロス集計（4.1）では年収 700 万
円台を境に職務満足度が高くなっていた。しかし、この全体推計では、「年収 700 万円台」





4.3 推計結果 2（男女別） 
 次に男女別に推計した結果が表 6 である。 
 




2028 時間であり、平均的な勤労者（全産業平均：1812 時間）と比較して、216 時間も長く働いている。 




年の平均給与は 437 万円で、平均給与を業種別にみると、最も高いのは金融・保険業の 691 万円で、次
いで情報通信業の 630 万円となっている。 
Hosei University Repository
IT エンジニアの職務満足度に関する実証研究 
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表 6 推計結果 2（男女別） 被説明変数：｢職務満足度」 
説明変数       係数   Z値      係数   Z値
仕事量が多い 0.100 2.71 *** 0.241 2.68 ***
納期が短い -0.014 -0.42 -0.152 -1.79 *
仕様変更が多い -0.033 -0.93 0.007 0.08
取引先の都合に合わせる必要がある -0.080 -2.10 ** -0.111 -1.19
客先常駐が多い -0.045 -1.77 * -0.024 -0.36
専門的知識を要する -0.002 -0.04 -0.132 -1.33
新しい技術を要する 0.002 0.06 -0.040 -0.40
能力開発の機会が多い 0.275 7.39 *** 0.256 2.50 **
要員配置が適正である 0.441 12.03 *** 0.303 3.32 ***
外注による支援体制が整っている 0.036 1.09 0.176 2.12 **
サーバー系　＜基準：汎用系＞ -0.003 -0.05 0.008 0.05
Web系 0.140 1.48 0.179 0.79
その他(プロジェクト区分） -0.036 -0.42 0.214 0.96
新規案件ダミー -0.012 -0.22 0.156 1.07
企画　＜基準：設計、開発＞ 0.006 0.06 -0.301 -0.72
テスト 0.037 0.50 0.252 1.44
運用 -0.048 -0.67 -0.113 -0.61
所定時間外で働いた時間数（前年度) -0.072 -2.14 ** -0.012 -0.16
年収300万円未満　＜基準：年収500万円台＞ -0.424 -2.62 *** 0.173 0.55
年収300万円台 -0.047 -0.43 0.233 0.90
年収400万円台 -0.071 -0.81 -0.087 -0.37
年収600万円台　　 0.020 0.21 0.416 1.10




既婚ダミー -0.137 -1.45 -0.083 -0.48
扶養家族ダミー 0.284 2.93 *** 0.596 1.54
年齢 -0.010 -1.26 0.035 1.52
専門・高専・短大　＜基準：高校以下＞ -0.018 -0.17 0.416 1.47
大学・大学院以上（理科系） 0.013 0.13 0.283 0.97
大学・大学院以上（文科系) -0.022 -0.20 0.390 1.45
その他(最終学歴） -1.421 -1.70 *
一般職（メンバー）＜基準：リーダーまたはサブリーダー＞ -0.001 -0.01 0.156 0.80
管理職（マネージャー） 0.184 2.00 ** -0.464 -0.72














（注 1）＊＊＊ は 1％、＊＊ は 5％、＊ は 10％水準で統計的に有意であることを示す。 
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 第 2 の研究課題である IT エンジニアの職務満足度に影響を与える要因として、管理職
であることは、男性の場合は 5％水準で有意に正の影響を与えており、職務満足度に与え
る正の影響が強いと言えるが、女性の場合は有意な影響は観察されなかった。 










 また、給与（年収毎）の職務満足度は、男性の推計では「年収 700 万円台」が 5％水準
で有意に正の影響を与えており、「年収 300 万円未満」では 1％水準で有意に負の影響を与
えていた。一方、女性に関しては、年収毎の職務満足度は有意な影響を与えている変数は
観察されなかった。国税庁（2001）の発表によると、2000 年平均給与は、男性 567 万円、
女性 280 万円となっていたため20、男性にとっては年収 300 万円未満であることが強い負
の影響を与え、女性に関しては影響を与えなかった可能性が考えられる（表 7 参照）。 
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男性(人） 398.7 88 798 898 301 120 66 4


















男性(人） (注１） 199 417 514 449 357 209 111 83 62










4.4 推計結果 3（職位別） 
 IT エンジニアの職務満足度を被説明変数にして、職位別に推計した結果が表 8 である。 
Hosei University Repository
＜査読付き投稿論文＞ 
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表 8 推計結果 3（職位別） 被説明変数：｢職務満足度」 
説明変数      係数    Z値      係数    Z値
仕事量が多い 0.060 0.57 0.117 3.19 ***
納期が短い -0.181 -1.87 * -0.030 -0.90
仕様変更が多い 0.154 1.52 -0.038 -1.11
取引先の都合に合わせる必要がある 0.024 0.22 -0.108 -2.92 ***
客先常駐が多い -0.138 -1.99 ** -0.036 -1.39
専門的知識を要する 0.236 1.74 * -0.047 -1.15
新しい技術を要する -0.197 -1.66 * 0.021 0.53
能力開発の機会が多い 0.353 3.21 *** 0.254 6.85 ***
要員配置が適正である 0.522 4.77 *** 0.404 11.27 ***
外注による支援体制が整っている 0.074 0.80 0.053 1.65
サーバー系　＜基準：汎用系＞ 0.217 1.05 -0.009 -0.13
Web系 0.595 2.37 ** 0.076 0.82
その他(プロジェクト区分） 0.286 1.13 0.000 0.00
新規案件ダミー 0.073 0.45 0.021 0.37
企画　＜基準：設計、開発＞ 0.291 1.12 -0.108 -0.95
テスト 0.255 1.20 0.050 0.69
運用 0.309 1.51 -0.091 -1.28
所定時間外で働いた時間数（前年度) -0.034 -0.34 -0.057 -1.80 *
年収300万円未満　＜基準：年収500万円台＞ -0.289 -2.09 **
年収300万円台 1.009 0.67 -0.018 -0.18
年収400万円台 -0.144 -0.30 -0.067 -0.81
年収600万円台　　 0.331 1.19 0.029 0.29
年収700万円台 0.665 2.20 ** 0.086 0.63
年収800万円台 0.306 0.86 0.235 1.25
年収900万円台 0.287 0.82 0.063 0.26
年収1000万円以上 0.688 1.82 * -0.004 -0.01
女性ダミー -0.630 -1.19 0.125 1.63
既婚ダミー -0.391 -1.45 -0.066 -0.78
扶養家族ダミー 0.412 1.58 0.208 2.25 **
年齢 -0.002 -0.11 -0.004 -0.51
専門・高専・短大　＜基準：高校以下＞ -0.110 -0.47 0.112 1.01
大学・大学院以上（理科系） -0.079 -0.36 0.131 1.19
大学・大学院以上（文科系) -0.025 -0.10 0.077 0.69
その他(最終学歴） -1.133 -1.36













（注 1）＊＊＊ は 1％、＊＊ は 5％、＊ は 10％水準で統計的に有意であることを示す。 
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 第 1 の研究課題である IT エンジニアの仕事の特徴や進め方として、管理職、非管理職
共に全体推計と同様、職務満足度に対して 1％水準で有意に正の影響を与えていた変数は、
「能力開発の機会が多い」、「要員配置が適正である」であった。 
 第 2 の研究課題である IT エンジニアの職務満足度に影響を与える要因として、全体推
計、男女別推計では有意な影響は観察されなかったが、管理職において、現在のプロジェ













 第 4 の研究課題である IT エンジニアの労働時間と給与が職務満足度に与える影響につ
いて述べる。労働時間（所定時間外）は、非管理職の場合は 10％水準ながら有意に負の影
響を与えていたが、管理職では有意な影響が見られなかった。給与（年収毎）は、管理職
においては「年収 700 万円台」が 5％水準で有意に正の影響を与えており、非管理職の職
務満足度は、「年収 300 万円未満」は 5％水準で有意に負の影響を与えていた。非管理職の
「300 万円未満」は、325 人と多く存在することから、このような結果になったと考えら
れる（表 9 参照）。 
 
表 9 所定外労働時間と年収の分布（職位別） 









管理職(人） 443.9 9 117 163 78 16 14 1


















管理職(人） (注１） 0 2 15 44 99 96 58 51 54
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計、男女別推計、職位別推計を行った。 
 第 1 の研究課題である IT エンジニアの仕事の特徴や進め方として、全体を通して、転
職経験や新規案件か否か、汎用系か Web 系かというようなプロジェクト区分や開発か運用














 このような結果が出たのは、表 1 の従業員調査において、保有資格として第 2 種情報処




















                                                   
21 人月「にんげつ」と読む。例えば、10 人で 10 ヶ月と見積もった場合、100 人月の工数となる。 
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能性が示唆される。また、男性の場合は管理職に従事していることが職務満足度に強い正
の影響を与えていた。 















 次に第 1 節の冒頭で触れた、情報サービス・ソフトウェア産業は、新 3K 職場と言われ
るような勤務環境が厳しい職場とされていることについて若干の考察を加えたい。 
 まず、「きつい」に関しては、個人の感じ方の違いがあるが、本稿のクロス集計（4.1）
からは、IT エンジニアの職務満足度は 6 割が満足していた。また、「帰れない」に関連す
る労働時間（所定時間外）において、全体を通して職務満足度に与える負の影響はあまり
強くなかった。 











れる。情報サービス・ソフトウェア産業において、IT エンジニアが新 3K 職場と感じるか
どうかは、仕事量の多さや要員配置に加えて、将来的な見通しという意味での能力開発の
機会と密接に関連している可能性がある。 
 本稿の貢献は、これまで充分に議論されてこなかった IT エンジニアの職務満足度に関
                                                   
22 「どちらかというとそう思わない」が 34.9％、「そう思わない」が 13.8％。 
23 「どちらかというとそう思わない」が 40.4％、「そう思わない」が 17.4％。 
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